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秋
の
学
習
交
流
会
の
テ
ー
マ
は

「
社
会
保
障
制
度
見
直
し
の
動
向
と

課
題
（
仮
題
）」、
講
師
は
全
日
本

自
治
体
退
職
者
会
事
務
局
長
の
川

端
邦
彦
さ
ん
で
す
。
学
習
会
後
に

交
流
会
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

社
会
保
障
を
取
り
巻
く
環
境
で
、

特
に
問
題
な
の
は
「
少
子
・
高
齢
・

人
口
減
社
会
」
へ
の
対
応
で
す
。

　

少
子
化
は
90
年
代
に
は
危
機
的

と
認
識
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
有
効

な
対
策
は
打
た
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

原
因
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
象
徴

さ
れ
る
新
自
由
主
義
が
も
た
ら
し

た
非
正
規
労
働
者
増
大
と
貧
困
・

格
差
拡
大
、「
今
だ
け
、
自
分
だ
け
」

よ
け
れ
ば
の
強
欲
資
本
主
義
で
す
。

　

岸
田
政
権
が
安
倍
政
権
よ
り
唯

一
マ
シ
な
の
は
、「
社
会
保
障
費
抑

制
」
を
目
的
と
し
た
新
自
由
主
義

か
ら
、「
少
子
・
高
齢
・
人
口
減
社
会
」

へ
の
対
応
を
不
可
避
と
し
て
「
社

会
保
障
の
再
配
分
機
能
強
化
」
へ

転
換
さ
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
で
す
。

相
変
わ
ら
ず
「
社
会
保
障
費
削
減
」

論
も
出
さ
れ
ま
す
が
、
新
自
由
主

義
一
色
で
は
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

来
年
の
年
金
制
度
改
革
へ
向
け

た
方
向
性
は
３
面
記
載
の
と
お
り

で
、
①
被
用
者
保
険
の
適
用
拡
大
、

②
在
職
老
齢
年
金
制
度
見
直
し
、

③
遺
族
厚
生
年
金
の
一
部
有
期
化

な
ど
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
引

上
げ
が
大
き
な
課
題
で
す
。
あ
わ

せ
て
、
マ
イ
ナ
保
険
証
問
題
も
焦

点
で
す
。
ま
た
、
介
護
保
険
と
関

連
し
た
、
か
か
り
つ
け
医
制
度
の

確
立
な
ど
医
療
提
供
体
制
の
整
備

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
少
子
・
高
齢
・
人
口
減
」
と
「
過

疎
化
」
と
い
う
日
本
社
会
の
構
造

が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
介
護
保
険
制
度

に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
課
題
は
、
①
「
現
役
並

所
得
」「
一
定
以
上
所
得
」
の
判
断

基
準
改
悪
等
に
よ
る
保
険
料
・
利

用
者
負
担
増
、
②
軽
度
者
生
活
援

助
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
見
直
し
に

よ
る
保
険
給
付
縮
小
な
ど
で
す
。

ま
た
、
介
護
労
働
者
の
賃
金
労
働

条
件
の
改
善
も
重
要
課
題
で
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
社
会
保
障
制
度

は
多
岐
に
わ
た
る
課
題
を
内
包
し

て
い
ま
す
。
制
度
見
直
し
の
動
向

や
課
題
を
学
習
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
是
非
参
加
く
だ
さ
い
。

学習交流会の案内
● 開催日　９月 11 日（水）
　　　　　 13 時 15 分開会
● テーマ　社会保障制度見直し
　　　　　 の動向と課題（仮題）
● 講　師　川端邦彦さん
　　　　　 （自治退事務局長）
● 会　場　清掃会館地下ホール
▼ 参加費　懇親会費別途

キバナアキギリ / 三頭山にて

９
月
11
日
に
学
習
交
流
会

社
会
保
障
制
度
見
直
し
の
動
向
と
課
題

川端邦彦さん
23 年 1 月

都退協学習会にて

少
子
・
高
齢
・
人
口
減
社
会

年
金
制
度
改
革

医
療
保
険
制
度
改
革

介
護
保
険
制
度
の
課
題
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７
月
17
日
に
第
１
回
幹
事
会
・

専
門
部
会
を
開
催
し
、
①
幹
事
会

に
弁
当
支
給
、
②
新
年
度
の
機
関

運
営
旅
費
基
準
見
直
し
、
③
上
部

団
体
支
給
行
動
費
の
清
算
、
④
学

習
交
流
会
の
他
単
会
参
加
と
秋
の

行
事
を
検
討
し
ま
し
た
。

　

旅
費
の
基
準
を
改
正
し
、
幹
事

会
に
食
事
代
を
支
給
で
き
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
が
、
運
営
の
効
率

化
を
は
か
る
た
め
、
弁
当
を
支
給

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
お
手
盛

り
感
も
あ
り
ま
し
た
が
、
実
施
し

て
み
る
と
効
果
は
バ
ッ
チ
リ
で
す
。

▽
上
部
団
体
役
員
・
幹
事

　

自
治
退
都
本
部
幹
事　

岡
澤　

徹

　

都
庁
退
会
計
監
査　

佐
藤
晋
一

　

都
庁
退
幹
事　
　
　

纐
纈　

朗

▽
企
画
会
議
構
成
員

　

戸
枝
、
岡
澤
、
纐
纈
、
箱
田

　

上
部
団
体
か
ら
交
付
さ
れ
る
行

動
費
は
会
の
旅
費
基
準
に
比
較
し

て
高
額
で
す
。
こ
れ
を
会
に
収
納

し
、
上
部
団
体
会
議
等
参
加
者
に

会
の
基
準
に
基
づ
く
旅
費
を
支
給

す
る
制
度
の
確
立
を
検
討
中
で
す
。

　

会
の
行
事
に
多
少
で
は
あ
れ
財

政
的
に
貢
献
で
き
る
か
ら
で
す
。

　

都
庁
退
の
会
議
な
ど
で
「
学
習

会
の
単
会
合
同
開
催
」
や
「
他
単

会
主
催
学
習
会
に
参
加
で
き
な
い

か
」
と
の
意
見
が
あ
り
ま
す
。

　

最
近
、
学
習
会
参
加
者
が
減
少

傾
向
に
あ
り
、
他
単
会
に
門
戸
を

開
く
こ
と
も
一
考
か
と
思
い
ま
す
。

問
題
は
、
他
単
会
会
員
が
懇
親
会

に
参
加
し
た
場
合
で
す
が
、
懇
親

第１回
幹事会

幹
事
会
弁
当
支
給
、
新
年
度

機
関
運
営
、
上
部
団
体
行
動

費
の
取
扱
い
、
学
習
会
の
他

単
会
参
加
、
秋
の
行
事
検
討

幹
事
会
に
弁
当
支
給

新
年
度
の
機
関
運
営

上
部
団
体
行
動
費
の
取
扱
い

学
習
会
へ
の
他
単
会
参
加

会
の
一
人
当
た
り
原
価
分

を
い
た
だ
く
こ
と
で
い
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

10月18日（金）

（予備日は10月22日）

深川フィールドワーク

　今年の秋のフィールドワークは「深川探訪」
です。７月 17 日の幹事会で実施日を 10 月
18 日（予備日は 10 月 22 日）と決めました。
　当初の予定では、清澄庭園と深川江戸資料
館見学、周辺散策後、「深川めし」でランチ
宴会を考えていましたが、事前リサーチの結
果、見どころが乏しいこと、「深川めし」の
店はコロナ以降昼宴会不可なことが判明。芭
蕉関連施設を見学先に加えることや、ランチ

宴会場所の変更を検討
することにしました。
　参加募集は９月。そ
れまでにはコースなど
詳細を確定します。

　今年の日帰りツアーは、「小江戸川越蔵の
街めぐりと温泉でほっこり」、実施日は 11 月
15 日（予備日設定なし）です。
　川越は見どころ満載。「蔵の街」「時の鐘」「レ
トロな洋館」「菓子屋横丁」「喜多院」「中院」「川
越城」などなど。一日いても飽きさせません。
　そんな川越を２時間ほど散策（各自散策か
集団散策か検討中）、「蔵の街」
近くにある「川越湯遊ランド
ホテル三光」で温泉＆宴会。
　参加費は３千円程度の予定。
　コース設定等詳細が決まり
次第お知らせしますので、日
にちを覚えておいてください。 川越「時の鐘」 清澄庭園・大泉水

11月15日（金）

（予備日は設定しない）

小江戸川越めぐりと温泉
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厚
生
労
働
省
は
、
７
月
30
日
に

開
催
さ
れ
た
社
会
保
障
審
議
会
年

金
部
会
に
、
①
次
期
年
金
制
度
改

正
の
方
向
性
、
②
遺
族
年
金
制
度

見
直
し
、
③
障
害
年
金
制
度
見
直

し
を
提
示
し
ま
し
た
。

　

７
月
３
日
に
報
告
さ
れ
た
年
金

「
財
政
検
証
」
の
結
果
、
①
５
年
前

の
財
政
検
証
と
比
べ
て
将
来
の
給

付
水
準
が
上
昇
、
将
来
に
わ
た
り

所
得
代
替
率
50
％
確
保
が
可
能
、

②
一
方
、
基
礎
年
金
給
付
水
準
は

低
下
の
見
通
し
、
③
被
用
者
保
険

の
更
な
る
適
用
拡
大
、
マ
ク
ロ
経

済
ス
ラ
イ
ド
の
調
整
期
間
の
一
致

を
行
っ
た
場
合
、
い
ず
れ
も
基
礎

年
金
の
給
付
水
準
確
保
上
プ
ラ
ス

効
果
、
④
各
世
代
の
65
歳
時
点
老

齢
年
金
分
布
推
計
で
は
、
若
年
世

代
ほ
ど
労
働
参
加
進
展
や
被
用
者

保
険
適
用
拡
大
に
よ
る
年
金
額
増

加
へ
寄
与
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
と
し
た
う
え
で
、

(1)
働
き
方
に
中
立
的
制
度
の
構
築

▽
被
用
者
保
険
の
適
用
拡
大
（
企

業
規
模
要
件
の
見
直
し
等
）、
▽
い

わ
ゆ
る
「
年
収
の
壁
」
と
第
３
号

被
保
険
者
制
度
の
見
直
し
、
▽
高

齢
者
の
就
業
促
進
へ
向
け
た
在
職

老
齢
年
金
制
度
の
見
直
し
等

(2)
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
等
の
多
様
化

へ
の
対
応
…
▽
高
齢
期
よ
り
前
の

遺
族
年
金
、加
給
年
金
見
直
し
（
提

示
内
容
は
次
項
参
照
）
等

(3)
所
得
保
障
・
再
分
配
機
能
の
強

化
…
▽
結
果
的
に
厚
生
年
金
よ
り

基
礎
年
金
の
調
整
期
間
が
長
く
な

る
と
想
定
さ
れ
る
「
マ
ク
ロ
経
済

ス
ラ
イ
ド
」
調
整
期
間
の
一
致
、

▽
標
準
報
酬
月
額
の
上
限
等
を
検

討
課
題
と
し
て
設
定
し
ま
し
た
。

　

日
本
の
遺
族
年
金
制
度
は
旧
軍

人
恩
給
制
度
を
ベ
ー
ス
に
発
足
し

た
た
め
、
①
諸
外
国
に
比
較
し
て

給
付
が
高
い
、
②
「
夫
と
死
別
し

た
妻
」
前
提
の
制
度
で
あ
る
が
ゆ

え
に
男
性
に
不
利
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
行
制
度
で
は「
夫

と
死
別
し
た
妻
」
は

30
歳
未
満
の
場
合「
５

年
間
の
有
期
給
付
」、

未
満
）
と
寡
婦
年
金
も
段
階
的
廃

止
を
検
討
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

男
女
差
解
消
は
必
要
で
す
が
、

根
本
的
問
題
は
、
賃
金
を
含
む
女

性
が
差
別
さ
れ
て
い
る
社
会
構
造

の
解
消
で
す
。
社
会
保
障
の
圧
縮

を
目
的
と
す
る
遺
族
年
金
制
度
改

悪
で
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

障
害
基
礎
年
金
か
障
害
厚
生
年

金
の
ど
ち
ら
を
適
用
さ
れ
る
か
は
、

障
害
の
原
因
と
な
っ
た
病
気
や
け

が
の
「
初
診
日
」
に
国
民
年
金
か

厚
生
年
金
の
い
ず
れ
の
被
保
険
者

で
あ
っ
た
か
で
決
ま
り
、
そ
れ
が

基
本
的
に
は
生
涯
続
く
構
造
で
す
。

　

ま
た
、
事
後
重
症
化
し
た
ケ
ー

ス
の
対
応
な
ど
に
矛
盾
が
あ
る
と

い
う
指
摘
等
を
踏
ま
え
、
障
害
年

金
の
要
件
見
直
し
を
検
討
す
る
と

し
て
い
ま
す

　

年
金
制
度
改
訂
は
、
年
金
部
会

等
の
議
論
を
経
て
年
末
に
法
案
作

成
、
来
年
の
通
常
国
会
で
の
成
立

を
目
指
す
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

次
世
代
へ
の
影
響
が
大
き
い
内
容

に
な
り
そ
う
で
す
。
改
訂
へ
向
け

た
論
議
を
注
視
し
ま
し
ょ
う
。

被
用
者
保
険
適
用
拡
大
、
３
号
保
険
者
制

度
見
直
し
、
在
職
老
齢
年
金
制
度
改
善
、

遺
族
年
金
給
付
一
部
有
期
化
、
マ
ク
ロ
経

済
ス
ラ
イ
ド
調
整
期
間
一
致
な
ど
を
提
示

年金改訂

30
歳
以
上
は
「
終
身
給
付
」
で
す
。

「
妻
と
死
別
し
た
夫
」
は
55
歳
未

満
で
は
受
給
権
が
発
生
し
ま
せ
ん
。

こ
の
男
女
差
は
、
専
業
主
婦
を
念

頭
に
「
家
計
を
支
え
る
夫
を
亡
く

し
た
妻
の
所
得
保
障
」
と
い
う
考

え
に
基
づ
い
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

し
か
し
、
女
性
の
就
業
進
展
や

共
働
き
世
帯
増
加
等
社
会
情
勢
の

変
化
、
制
度
的
男
女
差
解
消
の
観

点
か
ら
、「
生
活
再
建
を
支
え
る
一

時
的
給
付
」
と
い
う
方
向
で
制
度

見
直
し
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、「
20
歳
代
か
ら
50

歳
代
に
死
別
し
た
子
の
な
い
配
偶

者
」
の
遺
族
厚
生
年
金
は
、
30
歳

未
満
の
死
別
と
同
様
５
年
間
の
有

期
給
付
と
し
、
30
歳
以
上
の
対
象

年
齢
を
段
階
的
に
引
き
上
げ
る
と

い
う
も
の
で
す
。

　

な
お
、
施
行
日
前
に
受
給
権
が

発
生
し
て
い
る
場
合
は
、
現
行
制

度
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
男
女
差
解
消
に
伴
う
中

高
齢
寡
婦
加
算
（
40
歳
以
上
65
歳

年
金
制
度
改
正
の
方
向
性

遺
族
年
金
の
有
期
化
拡
大

傷
害
年
金
の
要
件
見
直
し

制
度
改
訂
論
議
に
注
視
を
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か
り
食
べ
る
」「
食
事
中
に
む
せ
る
」

「
体
重
減
少
」「
食
事
量
減
少
」「
や

せ
過
ぎ
」「
病
状
が
不
安
定
・
悪
化
」

「
合
併
症
を
発
症
・
悪
化
」
な
ど
で
す
。

　

高
齢
者
が
健
康
状
態
か
ら
要
介
護

状
態
に
な
る
中
間
段
階
を
「
フ
レ
イ

ル
（
虚
弱
）」
と
い
い
ま
す
。
こ
の

段
階
で
対
策
を
と
れ
ば
、
健
康
状
態

に
復
帰
で
き
ま
す
。

　

フ
レ
イ
ル
状
態
は
フ
レ
イ
ル
サ
イ

ク
ル
に
よ
っ
て
、
衰
弱
が
進
み
ま
す
。

食
事
量
低
下
か
ら
慢
性
的
低
栄
養
と

な
り
、
筋
肉
の
衰
え
（
筋
肉
量
低
下
）

に
な
り
ま
す
。
疾
患
や
加
齢
が
さ

ら
に
影
響
し
ま
す
。
筋
力
低
下
か
ら

外
出
が
困
難
な
る
等
で
身
体
機
能
が

低
下
、
活
動
量
低
下
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
量
低
下
に
加
齢
の
影
響
も
あ
っ

て
、
さ
ら
に
食
事
量
が
低
下
し
ま
す
。

　

筋
肉
量
を
知
る
に
は
、
ふ
く
ら
は

ぎ
を
両
手
の
親
指
と
人
差
し
指
で
輪

を
作
っ
て
挟
み
ま
す
。
隙
間
が
あ
れ

ば
筋
肉
量
が
足
り
ま
せ
ん
。

　

健
康
維
持
に
は
食
事
バ
ラ
ン
ス
が

大
切
で
す
。
カ
ロ
リ
ー
計
算
は
不
要

で
す
。
主
食
の
炭
水
化
物（
ご

飯
・
パ
ン
・
麺
等
）、
主
菜
の

た
ん
ぱ
く
質
（
魚
・
肉
・
卵
・

豆
腐
・
大
豆
製
品
等
）、
副

能
性
表
示
食
品
』
が
あ
り
ま
す
。

　

特
徴
的
な
の
が
『
機
能
性
表
示
食

品
』
で
す
。
安
倍
政
権
の
成
長
戦

略
・
規
制
緩
和
で
制
度
が
作
ら
れ
、

ア
メ
リ
カ
の
要
請
を
受
け
入
れ
錠
剤

状
・
カ
プ
セ
ル
状
の
製
品
も
認
め
ら

れ
ま
し
た
。
安
全
性
と
効
果
を
メ
ー

カ
ー
が
国
に
届
け
る
だ
け
で
、
責
任

は
メ
ー
カ
ー
、
国
は
関
与
し
ま
せ
ん
。

15
年
４
月
の
制
度
発
足
当
初
か
ら
問

題
を
指
摘
す
る
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

通
常
の
食
べ
物
は
、
特
定
の
栄
養

や
成
分
を
異
様
に
多
く
は
含
ま
ず
、

安
全
な
食
事
が
で
き
ま
す
。「
い
わ

ゆ
る
健
康
食
品
製
品
」
を
錠
剤
や
液

体
、
粉
の
形
か
ら
と
る
こ
と
は
、
特

定
の
栄
養
や
成
分
を
濃
縮
し
、
過
剰

摂
取
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

知
識
や
情
報
が
な
い
と
危
険
で
す
。

　

健
康
食
品
・
サ
プ
リ
メ
ン
ト
は
玉

石
混
交
で
あ
り
、
全
面
否
定
は
し
て

い
ま
せ
ん
。
食
事
か
ら
栄
養
が
と
れ

な
い
高
齢
者
・
虚
弱
者
、
物
資
が
届

か
な
い
大
災
害
時
、
食
事
で
は
栄
養

が
十
分
で
は
な
い
ア
ス
リ
ー
ト
、
自

己
責
任
で
使
用
す
る
人
も
い
ま
す
。

　

栄
養
・
運
動
・
休
養
で
健
康
を
維

持
で
き
る
生
活
、
主
食
・
副
菜
・
主

菜
が
揃
う
食
事
で
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を

保
ち
、
健
康
情
報
を
判
断
で
き
る
力

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。（
岡
澤
徹
記
）

　

７
月
10
日
、
表
記
テ
ー
マ
の
都
庁

退
学
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講

師
は
、
港
区
保
健
所
で
長
く
栄
養
指

導
に
従
事
し
て
き
た
管
理
栄
養
士
の

川
尻
由
美
子
さ
ん
で
す
。

　

シ
ニ
ア
は
低
栄
養
に
な
ら
な
い
よ

う
注
意
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

気
を
付
け
る
点
は
、「
疲
れ
や
す

い
」「
移
動
が
つ
ら
い
」「
食
事
の
準

備
が
困
難
」「
食
欲
低
下
」「
固
い
も

の
が
食
べ
に
く
い
」「
同
じ
も
の
ば

シ
ニ
ア
に
必
要
な
栄
養
知
識

　

健
康
食
品
う
そ
？
ほ
ん
と
？

フ
レ
イ
ル
段
階
で
対
策
を

食
事
バ
ラ
ン
ス
が
大
事

所
謂
健
康
食
品
の
活
用
は
？

菜
の
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
・
食
物

繊
維
（
野
菜
・
海
藻
・
キ
ノ
コ
等
）、

そ
れ
に
汁
物
他
（
汁
物
・
果
物
・
乳

製
品
等
）
を
１
日
３
回
食
べ
ま
す
。

素
う
ど
ん
で
あ
れ
ば
具
入
り
と
し
、

一
品
で
も
増
や
し
ま
す
。

　

フ
レ
イ
ル
予
防
に
必
要
な
栄
養
素

は
、
た
ん
ぱ
く
質
で
は
筋
肉
量
を
維

持
し
た
い
場
合
、
体
重
１
㎏
あ
た
り

1.0
ｇ
で
す
。
腎
臓
機
能
低
下
や
止
め

ら
れ
た
食
事
が
あ
る
場
合
は
医
師
に

相
談
、
食
べ
ら
れ
な
い
と
き
は
医
師

や
管
理
栄
養
士
に
相
談
の
上
、
サ
プ

リ
メ
ン
ト
の
活
用
も
検
討
し
ま
す
。

　

健
康
食
品
・
サ
プ
リ
メ
ン
ト
に
明

確
な
定
義
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
い
わ

ゆ
る
健
康
食
品
」
と
総
称
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
な
か
で
国
の
基
準
を
満

た
し
た
も
の
を
『
保
健
機
能
食
品
』

と
呼
び
、『
特
定
保
健
用
食
品
（
ト

ク
ホ
、
国
が
人
で
の
安
全
性
・
効
果

を
個
別
に
審
査
）』、『
栄
養
機
能
食

品
（
人
で
の
安
全
性
と
効
果
の
科
学

的
根
拠
が
明
ら
か
な
栄
養
素
を
国
の

基
準
を
満
た
し
て
含
有
）』
や
『
機

川尻由美子さんの講演
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マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
性
に
自
覚
を

　

知
ら
な
い
人
が
多
け
れ
ば
差
別

は
な
く
な
っ
て
い
く
と
言
わ
れ
る
。

「
寝
た
子
を
起
こ
す
な
」
論
だ
。
逆

だ
。
知
ら
な
い
か
ら
こ
そ
で
き
る
、

し
て
し
ま
う
差
別
が
あ
る
。

　

差
別
は
よ
く
な
い
と
い
う
こ
と

が
一
般
化
し
て
き
た
一
方
、
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
「
特
権
」
批

判
と
い
う
現
代
的
レ
イ
シ
ズ
ム
が

横
行
し
て
い
る
。
甚
だ
し
く
は「
権

利
の
主
張
」
そ
の
も
の
を
「
特
権
」

と
批
判
す
る
。
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
は

「
声
を
上
げ
る
な
」と
い
う
こ
と
か
。

　
「
特
権
」
は
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
に
こ

そ
存
在
す
る
。
男
性
は
「
夜
道
を

一
人
歩
き
で
き
る
」
特
権
が
あ
る
。

健
常
者
や
日
本
人
と
み
な
さ
れ
る

外
見
は
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
、
多
数
者

へ
の
配
慮
は
無
意
識
に
存
在
し
、

少
数
者
へ
の
配
慮
は
特
別
視
さ
れ

る
。
既
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
「
マ

る
非
難
、
ね
た
み
、
新
し
い
レ
イ

シ
ズ
ム
の
要
素
が
強
く
な
っ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
か
ら
「
黒
人
差
別
は

既
に
存
在
せ
ず
、
黒
人
・
白
人
間

格
差
は
黒
人
が
努
力
し
な
い
か
ら

な
の
に
、
黒
人
は
差
別
を
抗
議
し
、

本
来
得
る
べ
き
も
の
以
上
の
特
権

を
得
て
い
る
」
と
い
う
考
え
方
が

入
っ
た
。
新
し
い
レ
イ
シ
ズ
ム
で

あ
り
、
部
落
特
権
・
在
日
特
権
・

ア
イ
ヌ
特
権
論
等
に
つ
な
が
っ
た
。

　

被
差
別
部
落
で
は
な
い
地
域
で

育
っ
た
が
、
被
差
別
部
落
出
身
の

両
親
か
ら
「
将
来
差
別
を
受
け
る
」

と
言
わ
れ
て
い
た
。
父
方
の
叔
母

が
結
婚
相
手
か
ら
部
落
の
家
族
と

の
縁
切
り
を
求
め
ら
れ
、
以
降
音

信
不
通
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
中

学
生
の
と
き
に
偶
然
知
っ
た
。
地

元
の
工
場
で
就
職
差
別
が
あ
り
、

差
別
を
実
感
し
た
。
教
員
や
級
友

か
ら
「
部
落
差
別
な
ん
て
な
い
」

と
言
わ
れ
、
産
ま
れ
た
こ
と
で
背

負
う
重
荷
を
周
り
の
人
は
全
く
無

理
解
無
関
心
で
、
人
生
や
存
在
を

否
定
さ
れ
て
い
る
感
覚
を
覚
え
た
。

無
理
解
無
関
心
に
よ
る
傷
み

　

７
月
27
日
、
東
京
清
掃
人
権
啓

発
推
進
担
当
者
会
議
が
開
か
れ
ま

し
た
。「
部
落
」
に
ま
つ
わ
る
思
い

や
考
え
、
課
題
意
識
な
ど
を
、
自

分
自
身
の
言
葉
で
表
現
し
、
発
信

し
て
い
る
有
志
グ
ル
ー
プ
Ｂ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｋ

Ｕ 

Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
の
メ
ン
バ
ー
上
川

多
実
さ
ん
の
講
和
で
し
た
。

　

部
落
差
別
は
、
近
世
身
分
制
度

由
来
の
言
説
、
近
代
化
に
よ
る
貧

困
化
言
説
が
あ
る
が
、
近
年
は
、

部
落
差
別
へ
の
抗
議
活
動
に
対
す

な
ぜ
差
別
す
る
の
か
？

ジ
ョ
リ
テ
ィ
特
権
」
は
社
会
が
作

り
出
す
も
の
だ
。「
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ

特
権
」
の
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
。

　

ま
ず
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
性
に
気

付
く
べ
き
。
自
分
が
加
害
者
と
し

て
自
覚
す
る
こ
と
、
気
づ
く
こ
と

で
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
痛
み
が
判
る
。

　

講
演
後
、
清
掃
・
人
権
交
流
会

第
32
回
総
会
が
開
か
れ
、
１
年
間

の
活
動
を
総
括
し
、
こ
れ
か
ら
の

取
組
み
の
方
針
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

役
員
は
、
引
続
き
退
職
者
会
会

員
の
押
田
五
郎
さ
ん
が
会
長
、
郡

司
實
さ
ん
が
副
会
長
を
つ
と
め
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

清掃・人権交流会第 26 回総会 / 押田会長挨拶

東京清掃人権推進担当者会議 / 上川講師の講話

部
落
特
権
？
在
日
特
権
？
ア
イ
ヌ
特
権
？

い
え
い
え
特
権
は
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
に
あ
り

人
権
交
流
会
32
回
総
会
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７
月
の
総
が
か
り
19
日
行
動
は
、

「
沖
縄
米
兵
の
性
暴
力
事
件
」
を
、

沖
縄
県
議
会
選
挙
が
終
わ
る
ま
で

隠
ぺ
い
し
続
け
た
日
本
政
府
へ
の

抗
議
の
声
が
集
中
し
ま
し
た
。

　

米
空
軍
兵
に
よ
る
少
女
暴
行
事

件
は
、
昨
年
12
月
24
日
に
発
生
、

被
害
者
の
母
親
が
通
報
し
、
３
月

27
日
に
起
訴
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

外
務
省
が
沖
縄
県
に
連
絡
し
た
の

は
、
６
月
16
日
の
沖
縄
県
議
会
選

挙
終
了
後
の
６
月
25
日
で
し
た
。

　

さ
ら
に
５
月
26
日
、
米
海
兵
隊

員
に
よ
る
性
暴
力
事
件
が
発
生
し
、

「
起
訴
概
要
の
公
表
」
を
原
則
と
す

る
裁
判
員
裁
判
事
案
に
も
関
わ
ら

ず
、
６
月
28
日
ま
で
明
ら
か
に
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
玉
城
知
事
は

「
怒
り
」
の
声
明
を
発
し
ま
し
た
。

　

米
兵
に
よ
る
事
件
の
元
凶
は
、

沖
縄
へ
の
基
地
集
中
と
日
米
地
位

協
定
の
不
平
等
性
に
あ
り
ま
す
。

　

95
年
の
米
海
兵
隊
員
に
よ
る
少

女
拉
致
集
団
暴
行
事
件
に
対
す
る

沖
縄
県
民
の
怒
り
を
背
景
に
、
米

軍
は
事
件
発
生
時
の
早
期
報
告
を

約
束
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
回

も
報
告
は
遅
く
、
謝
罪
も
し
て
い

ま
せ
ん
。
日
本
政
府
も
隠
蔽
し
ま

し
た
。
断
じ
て
許
せ
ま
せ
ん
。

　

市
民
か
ら
の
訴
え
で
、『
市
民
連

合
・
フ
ェ
ミ
ブ
リ
ッ
ジ
ア
ク
シ
ョ

ン
』
は
、「
都
知
事
選
後
も
続
く
蓮

舫
さ
ん
へ
の
バ
ッ
シ
ン
グ
の
ひ
ど

さ
」
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。「
外

国
人
差
別
」
だ
け
で
な
く
、「
も
の

を
言
う
女
を
黙
ら
せ
た
い
」「
女
性

差
別
」
が
背
景
に
あ
り
ま
す
。
蓮

舫
さ
ん
の
果
敢
な
闘
い
に
呼
応
し
、

「
女
た
ち
は
黙
ら
な
い
」
行
動
を
行

う
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

危
険
を
感
じ
る
酷
暑
が
続
い
て

い
ま
す
。
厚
労
省
の
『
熱
中
症
予

防
情
報
・
資
料
サ
イ
ト
』に
よ
る
と
、

「
熱
中
症
患
者
の
半
数
は
65
歳
以

上
の
高
齢
者
。
暑
さ
や
水
分
不
足

に
対
す
る
感
覚
や
か
ら
だ
の
調
整

機
能
も
低
下
し
て
い
る
か
ら
」
と
、

注
意
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

外
出
を
控
え
て
い
て
も
、
家
の

中
で
熱
中
症
に
か
か
る
事
例
も

多
々
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

主
な
熱
中
症
対
策
は
イ
ラ
ス
ト

の
通
り
で
す
が
、
意
外
に
気
づ
か

な
い
の
が
水
分
不
足
で
す
。
編
集

子
は
薄
め
た
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
を
常

用
し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
飲
料

は
糖
分
が
濃
い
の
が
欠
点
だ
か
ら

で
す
。
エ
ア
コ
ン
の
風
が
嫌
な
方

は
気
流
を
扇
風
機
等
で
変
え
る
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

熱中症に注意！

熱
中
症
対
策
ア
レ
コ
レ

沖
縄
米
兵
の
性
暴
力
事
件
隠
蔽
を
許
す
な
！

蓮
舫
さ
ん
へ
の
不
当
バ
ッ
シ
ン
グ
を
許
す
な
！

女
た
ち
は
黙
ら
な
い
ぞ
！

米
日
の
隠
蔽
を
許
す
な
！


